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文教福祉委員会会議録 

 

令和３年１０月１５日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時４７分閉議（実時間１０１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１０８号・令和３年度八代市一般会

計補正予算・第７号（関係分） 

１．請願第１号・坂本町に一日も早く、診療所

の開設を求めることについて 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

 （八代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本方針（案）に

ついて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       中   勇 二 君 

  教育部次長     福 本 桂 三 君 

  理事兼教育政策課長 松 川 由 美 君 
 
  教育政策課主幹兼 
            松 本   豊 君 
  学校管理係長 
 
 
  博物館未来の森 
            松 村 哲 治 君 
  ミュージアム副館長 

  学校教育課長    髙 嶋 宏 幸 君 
 
  学校教育課 
            瀧 川 尚 樹 君 
  指導係指導主事 
 
 
 健康福祉部長 
            丸 山 智 子 君 
 （福祉事務所長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            白 川 健 次 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 
 
  長寿支援課長 
            石 本   淳 君 
  （成年後見支援センター所長兼務） 
 

  こども未来課長   岩 崎 龍 一 君 
 
  理事兼 
            野 田 章 浩 君 
  健康福祉政策課長 
 

                              

○記録担当書記     森 田   亨 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら文教福祉委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１０８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第７号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１０８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第７号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、歳出の第９款・教育費について、教育

部から説明願います。 

○教育部長（中 勇二君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）教育部の中でございます。本日はよろ

しくお願いします。 

 それでは、議案第１０８号・令和３年度八代

市一般会計補正予算・第７号中、教育部所管分

について、次長の福本より御説明いたしますの

で、御審議方よろしくお願いいたします。 
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○教育部次長（福本桂三君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）次長の福本でございます。よろしくお願い

します。 

 それでは、着座にて御説明させていただきま

す。 

 それでは、予算書３ページをお開きくださ

い。 

 歳出の第９款・教育費に９１０８万５０００

円を追加し、補正後の額を４３億３４７２万３

０００円とするものでございます。 

 なお、補正額中、教育部が所管いたします金

額は８９８１万４０００円で、補正額との差額

１２７万１０００円は、経済文化交流部が所管

するものでございます。 

 それでは、歳出の具体的内容につきまして御

説明いたします。 

 １６ページをお開きください。ページ下の段

でございます。 

 まず、款９・教育費、項２・小学校費、目

２・教育振興費です。新型コロナウイルス感染

症対策事業に伴う小学校端末整備としまして、

教師用タブレット端末とモニター一式の整備、

また、特別教室等における通信環境整備のため

のアクセスポイントや児童・教師用イヤホンの

購入、さらに、タブレット端末機器等の保守点

検委託料などに要する経費としまして、４８５

９万３０００円を計上しております。 

 本市では、昨年度、国のＧＩＧＡスクール構

想の実現に向け、児童・生徒の１人１台端末及

び普通教室等におけるネットワーク環境整備な

ど、ＩＣＴ環境の一体的な整備を行いました。

このほか一連の整備では、教師用としまして、

普通教室、特別支援教室、少人数教室にタブレ

ット端末１台を、また、普通教室、特別支援教

室では、無線ＬＡＮに接続するためのアクセス

ポイントも配置したところでございます。 

 しかしながら、学校において、タブレット端

末を活用した授業や家庭学習を展開する中で、

教師が使用する１人１台の端末の整備、また、

理科室、音楽室などの特別教室等の通信環境の

整備、職員室、校長室、保健室などの通信環境

の無線化、さらに、オンライン授業や家庭学習

などにおいてのハウリングや雑音対策など、新

たな課題も見えてきました。 

 そのため、今回、教師用のタブレット端末１

３８台とタブレット画面を拡大表示するための

モニター４６９台、また、特別教室等に通信環

境を整備するためのアクセスポイント１３０

台、児童・教師用のイヤホン６７００個を購入

しまして、学校におけるＩＣＴ環境のさらなる

充実を図るものでございます。 

 なお、特定財源としまして、２分の１を県の

新型コロナウイルス感染症対応総合交付金２４

２４万４０００円、残りを国の新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金２４３４万

９０００円を予定しております。 

 続きまして、１７ページをお開きください。 

 款９・教育費、項３・中学校費、目２・教育

振興費です。先ほどの小学校費と同様に、新型

コロナウイルス感染症対策事業に伴う中学校端

末整備としまして、需用費、委託料、備品購入

費３６２９万３０００円を計上しております。 

 これは小学校費と同様に、教師用のタブレッ

ト端末１９３台とモニター３０２台、また、特

別教室等に通信環境を整備するためのアクセス

ポイント６２台、児童・教師用のイヤホン３２

３６個を購入するものでございます。 

 なお、特定財源としまして、２分の１を県の

新型コロナウイルス感染症対応総合交付金１８

０７万９０００円、残りを国の新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金１８２１万

４０００円を予定しております。 

 次に、款９・教育費、項４・特別支援学校

費、目２・教育振興費でございます。小学校

費、中学校費と同様に、新型コロナウイルス感
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染症対策事業の特別支援学校の端末整備としま

して、需用費、委託料、備品購入費、２９８万

６０００円を計上しております。 

 これは、先ほどの小・中学校費と同様に、教

師用のタブレット端末９台とモニター４１台、

また、特別教室等に通信環境を整備するための

アクセスポイント６台、児童・生徒及び教師用

のイヤホン１２８個を購入するものでございま

す。 

 なお、特定財源としまして、２分の１を県の

新型コロナウイルス感染症対応総合交付金１４

８万９０００円、残りを国の新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金１４９万７０

００円を予定しております。 

 続きまして、款９・教育費、項７・社会教育

費、目５・博物館費でございます。博物館の新

型コロナウイルス感染症対策事業としまして、

工事請負費及び備品購入費１９４万２０００円

を計上しております。 

 これは、博物館の新型コロナウイルス感染防

止に伴い、観覧者用トイレの手洗い栓を自動化

するための工事、また、コロナ禍の新しい生活

様式に対応し、館内で行う講演会や展示解説等

をインターネットで配信するため、映像及び音

声機器等を購入するものでございます。 

 特定財源としまして、２分の１を文化庁の文

化施設の感染拡大防止・活動支援環境整備事業

補助金９６万８０００円、残りを国の新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金９７

万４０００円を予定しております。 

 以上が、教育部の９月補正予算の提出分の内

容でございます。御審議よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 学校の端末、教師用

の端末が特になかったというふうに現場の先生

から聞いてたので買ったのだと思いますが、こ

のイヤホンの使い方ですね。消耗備品というふ

うになっているんですけれども、これは１学年

一旦終わった後に回収されるのかどうかという

のもあるんですが、その感染対策とかいうのは

どういうふうな形になるのかなと思いまして。 

 あともう一つ、博物館のオンライン配信の環

境整備ということですけれども、動画用カメラ

とかになってますが、これはどういうふうな形

で活用されるのかなというのをお聞きしたいで

す。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 教育政

策課でございます。まず、橋本委員お尋ねのイ

ヤホンについてお答えいたします。 

 今回購入いたしますものは、オンラインで双

方の授業を行ったりですとかしましたときに、

ハウリングを起こすというようなことが考えら

れます。また、自宅で使用するときにですね、

兄弟で同じ部屋にいたりとかした場合に、ほか

の兄弟の声が一緒に聞こえてくるというような

可能性もありますので、それをイヤホンを使っ

て、集中してパソコンからの音を拾えるように

ということで今回購入をするものでございま

す。 

 対策ということですけれども、今回コロナ禍

ということもありまして、今のところは１回で

はございますが購入を市のほうでいたしまし

て、もうそのまま配付という形で考えておりま

す。 

 以上です。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（松村哲

治君） 博物館でございます。よろしくお願い

します。 

 動画配信機器を購入いたしますけど、何に使

うのかという御質問でございますが、まず、今

まで博物館は、展示をしたり、講座、講演会を

したりというのを館でやっております。それは

館においでいただく方々が御覧いただくだけで

ございました。それを、この感染症対策としま
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して、やはり館においでになれない方がたくさ

んいらっしゃいます。まだ、高齢者の方もたく

さんの館に来れないという方がいらっしゃいま

すので、できるだけ広く市民の方に、その講座

を御覧いただきたいという思いがございまし

て、それと、展示の内容の解説なども動画配信

等を行いまして、いろんな方にそれを御覧いた

だきまして、博物館に来なくても見れますが、

来られるきっかけにというのが大きなことだと

思いますので、そういうふうな活用をしたいか

と思っております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） このコロナ禍になっ

てからのですね、タブレットの使用状況といい

ますか、オンラインの各学校での使用状況って

分かりますかね。どのくらいぐらいやっている

か。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 失礼します。

学校教育課でございます。 

 オンラインに関する使用状況ですけれども、

まずコロナ禍、臨時休業に備えまして、オンラ

イン授業を行えるように各学校全て準備を整え

ております。 

 ただ、全部の学校でオンライン授業を実施と

いうところまでは至っておりませんけれども、

多くの学校でオンライン授業に備えて練習する

というような取組を行っております。各学校、

学校だよりあたりでですね、たくさん出てきて

おります。何校というところまで、すいませ

ん、把握ができておりませんが、かなり進んで

おります。 

 以上です。 

○委員（中山諭扶哉君） 恐らくですね、非常

に少ない回数がですね、先生が、少ない回数

で、それを毎回毎回やることができるのか。本

当にこう、もうちょっとですね、月に１回とか

ですね、やっぱりちょっと回数多くしないと、

コロナが下火になっているときはですね、いい

と思うんです。次のですね、第６波になるとき

に、恐らく今の状況だと非常に厳しい使用状況

になるんじゃないかというふうにちょっと危惧

しておりますので、ぜひ月に１回程度は続けて

いただきますようお願いしたいです。要望でお

願いします。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 非常に細かなことで恐

縮なんですけど、今回購入されるタブレット端

末、子供たちのタブレット端末と同機種、同ソ

フト、そういったことで認識してようございま

すか。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） タブレ

ット端末につきましては、昨年度入れておりま

すけども、それと同等、同じものを仕様書とし

ては予定しております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 同等ということは、メ

ーカーが変わる可能性があるということでの認

識でいいんですかね。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 入札に

なりますので、メーカーが変わる可能性はござ

います。 

○委員（大倉裕一君） 今、中山委員のほうか

ら少しお尋ねもあったんですけども、現場の教

職員の先生たちのやはり理解というものが、今

回一番大事だというふうに思っております。先

生たちのお声といいますか、現場の声というの

は何か伝わってきているものがありますです

か。このオンライン関係、タブレット端末導入

後のお話ですね。関係して。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 失礼します。



 

－5－

アンケート等で具体的に聴取した、聞き取った

わけではございませんけれども、やはり得意な

先生と、ちょっと苦手だなという先生もおられ

ます。うちのほうで、そういうオンライン等に

関する情報、先進的に取り組んでいるところ、

こうすればできますよという情報を、皆さん、

パソコンで見れるようなところに上げましてで

すね、そして、情報提供をして、こうやるとで

きますよというようなことで、できておりま

す。学校訪問等、参って状況を見ますと、かな

り多くの先生が授業で活用していただいている

のは事実でございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） 意見で。 

○委員長（中村和美君） はい、じゃあ、後

で。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 学校のほうのでです

ね、保守委託料というふうになっておりますけ

れども、この保守の範囲というのはどの辺まで

されるのかなというのは、イメージとして。 

○教育政策課主幹兼学校管理係長（松本 豊

君） 教育政策課、松本でございます。 

 保守の範囲ということでございますけれど

も、学校におけるトラブルがあった場合に、機

器のソフトのインストールであったりとか、ど

ういったことでそのタブレットが動かないのか

というときに、保守業者に学校のほうから直接

連絡をしまして、あらゆる方法に、あらゆる分

野についても、ある程度保証いただいていると

ころでございます。キーボードが動かなくなっ

たとか、ソフトが機能しなくなったとか、端末

が遅いとかという全ての対応を今保守いただい

ているところでございます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ということは、何か

起きたときに連絡をして対応してもらうという

ふうな、随時保守という形でいいでしょうか。 

○教育政策課主幹兼学校管理係長（松本 豊

君） はい、そうでございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） 先ほどの先生たちの声

というところからなんですけれども、やはりこ

の事業といいますか、ＩＣＴ化の取組というの

はもう避けて通れない状況だというふうには思

っております。 

 ただ、やはり現場で有効に活用されるという

点では、学校の先生方が理解をいただいた上で

取り組んでいくということが必要不可欠な部分

だというふうに思いますので、非常に、先ほど

ありましたように得手不得手という関係もある

と思います。そういう中で、どうしたら、やは

りうまくですね、その結果、学校現場で先生方

の負担、どういうふうな思いを、持たれなく取

り組んでいけるのか、そういったところも、し

っかり現場の状況を把握していただきながら、

取組を進めていただければというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほか。 

○委員（橋本幸一君） この事業は始まったば

かりということで、いろんな問題がまだ発生し

てくるかと思いますが、ここはですね、本当に

速やかにですね、解決していただいて、そして

また、支援員という人がおられますから、この

方たちをやっぱり 大限ですね、活用して、子

供たちの授業の中でですね、タブレット端末が

有効活用されるように、くれぐれもお願いして
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おきます。 

 また、議会としてもですね、これはもう以前

からこのＧＩＧＡスクール構想というのは、し

っかりこの八代の子供たちに将来禍根を残さな

いようにですね、取り入れていただきたいとい

う、そういう思いもございますので、よろしく

お願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 小学校低学年、恐ら

く読み書きがまだきちんとできない子とか、あ

と、ローマ字の入力に関しては恐らくほとんど

小学生はできないんじゃないかなと思うんです

けど、そこら辺の丁寧なですね、サポートです

ね。学校の担当の先生たちが困らないようなサ

ポートのほうをぜひお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すいません、今朝、テ

レビでやっておりましたけれども、コロナの関

係でＩＣＴ教育が入ってとか、巣籠もりでの家

庭内での環境とかということで、そういったス

マホとかですね。そういったところから、利用

によって非常に近視が増えてきているという情

報を入手することがありました。非常に、こう

いったＩＣＴの教育という部分も関係はしてく

るというふうに思います。 

 その辺りのですね、情報もしっかり入手して

いただいて、導入はしなければいけませんけ

ど、子供たちの近視の予防というところにもで

すね、しっかり取り組んでいただくことをです

ね、お願いしておきたいというふうに思いま

す。 

○委員（中山諭扶哉君） すいません。追加で

もう一つ。 

 今、毎日ですね、恐らくタブレットを持ち帰

っている状況があると思うんですけど、先ほど

の小さいお子さんとかですね、非常に重荷にな

るというのもありますし、ランドセルの中にず

っと詰めて持って帰るというふうに思いますの

で、そこら辺の対策もですね、ぜひちょっと一

考いただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 先ほど保守のことを

聞きましたけど、実際、先生方に聞いてもです

ね、いろいろトラブル、システムが多いかな

と、初めのときには特に多かったというのを聞

いています。先ほど橋本幸一委員が言われたよ

うに、支援員の方がいろいろサポートされると

いうのもありますが、やはりそういうのが間に

合わないというのも結構あるみたいなんです

ね。ですから、その辺のサポート体制もちょっ

としっかりしていただくというのも必要かなと

思いますので、お願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で第９款・教育

費について終了します。 

 執行部、入れ替わりのため、小会いたしま

す。 

（午前１０時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２４分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（丸山智

子君） 改めまして、おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）健康

福祉部長の丸山です。委員の皆様には大変お世

話になります。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、今回の一般会計補正予算につきま

して、健康福祉部から４つの事業につきまし

て、補正予算を計上いたしております。内容の

詳細につきましては、健康福祉部、白川次長が
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御説明申し上げますので、御審議よろしくお願

いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（白

川健次君） 皆様、改めましておはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）健康福祉部の白川でございます。本日はど

うぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、座って説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（白

川健次君） 別冊となっております議案第１０

８号・令和３年度八代市一般会計補正予算書

（第７号）をお願いいたします。文教福祉委員

会付託分のうち、健康福祉部所管分について御

説明をいたします。 

 まずは、３ページを御覧ください。 

 第１表・歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、款３・民生費、項１・社会福祉費で、補

正額７７３万円を追加し、補正後の予算額は１

１４億４３４４万円に、項２・児童福祉費で１

０５０万円を追加し、補正後の予算額は９６億

６１３６万円とし、民生費の総額は、２つ上に

なりますが、２４３億１７０３万６０００円と

しております。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費で、

補正額１億４５００万円を追加し、補正後の予

算額は１８億５１３１万７０００円とし、衛生

費の総額は、１つ上になりますが、３８億９１

１５万２０００円としております。 

 続きまして、１２ページをお願いいたしま

す。 

 歳出の具体的な内容を御説明いたします。 

 下段の表になりますが、まず、款３・民生

費、項１・社会福祉費、目１・社会福祉総務費

に７７３万円を計上いたしております。これ

は、地域介護・福祉空間整備等交付金事業にお

いて、民間事業者が実施する高齢者施設の大規

模修繕等に対し支援を行うことで、施設利用者

の安全・安心を確保するものです。 

 今回は、デイサービスや訪問介護、ショート

ステイを組み合わせ利用することができる小規

模多機能型居宅介護事業所の小規模多機能ホー

ムこうだに対し、社会福祉法人権現福祉会が行

う非常用自家発電設備の設置に係る経費につい

て補助を行うものでございます。 

 なお、特定財源として、国庫補助金１０分の

１０がございます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 上段の表になりますが、項２・児童福祉費、

目３・保育所費で１０５０万円を計上しており

ます。これは、公立保育所運営事業と私立保育

所保育事業において、子供の登降園管理の自動

化や保育記録等の資料の作成支援などにより、

保育士の事務負担の軽減に取り組み、保育士が

保育に専念できる環境を整備するとともに、保

護者へ情報を配信することで、保護者がいつで

もどこでも配信された情報の確認が可能となる

など、保護者にとって利便性の高い保育環境づ

くりを推進するため、公立保育園のＩＣＴを活

用した業務システムの導入に必要なＷｉ－Ｆｉ

整備工事とタブレット端末の購入等の環境整備

に要する経費と、導入を希望する私立保育所の

費用の一部を補助する経費を補正するものでご

ざいます。 

 対象となる保育園は、全ての公立保育園１０

園と私立保育所の２園でございます。 

 なお、特定財源として、公立保育園について

は県補助金２分の１が、私立保育所については

県補助金３分の２があります。 

 後に、中段の表、款４・衛生費、項１・保

健衛生費、目２・予防費で、補正額１億４５０

０万円を計上しております。これは、新型コロ

ナウイルスワクチン接種事業において、当初の

見込みより接種率が上昇し、接種者数が増加し

たことや、国から、通常の接種費用に加え、診

察時間外や休日に接種する場合、接種費用の加
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算が行われることになったことから、個別接種

医療機関に支払う委託料が不足するため補正を

行うものでございます。 

 なお、特定財源として、国庫負担金１０分の

１０がございます。 

 これで、令和３年度八代市一般会計補正予算

書・第７号の健康福祉部所管分の説明といたし

ます。御審議のほど、どうぞよろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本幸一君） まず、 初の説明の地

域介護・福祉空間整備等交付金事業、これは非

常用自家発電の設置ということですが、これは

実際、ほかの同じような施設についての設置と

いうのは、今現在どのような状況になっている

んですか。 

○長寿支援課長（成年後見支援センター所長兼

務）（石本 淳君） おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）長寿

支援課の石本と申します。よろしくお願いいた

します。 

 委員御質問のその他の施設も含めた設置状況

ということでございますけれども、今のとこ

ろ、独自に設置しておられるところ、八代市の

介護の関係の施設が５００施設ほどございます

ので、全てのところを独自でつけておられると

ころまでは確認ができてない状況でございま

す。 

 なお、本市に補助金申請をしまして設置をさ

れた事例というところでいきますと、一昨年度

に１施設、設置がございまして、今回で２施設

目というような状況でございます。 

 熊本県が所管している施設もございますの

で、その県が所管している施設の分についてと

いうところがなかなか把握ができてないところ

というところでございます。よろしくお願いい

たします。 

○委員（橋本幸一君） ありがとうございま

す。この非常時の自家発電の設置というのは、

特にやっぱりこういうお年寄りの方々、それか

ら、身体不自由者の方々がおられる中では、非

常に重要な施設かなという思いもするわけで、

できれば、これはもう意見のほうですが、そう

いう状況の把握というのは今後ぜひしていただ

きたいなと思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本幸一君） はい、結構です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 同じく、地域介護・福

祉空間整備等交付金事業のことなんですけど

も、これは非常用電源を設置するということ

は、義務づけということになっとっとでしょう

か。すいません、不勉強なんで、そこを教えて

いただきたいということと、今、ＥＶ、自動車

のバッテリーが停電時の電力供給ということで

ですね、うたわれておりますけれども、そうい

った自動車を購入した場合でも、この補助とい

うのがもらえるのか。その辺りをお聞かせいた

だければと思います。 

○長寿支援課長（成年後見支援センター所長兼

務）（石本 淳君） ただいまの委員の御質問

にお答えします。 

 まず、設置の義務化というところでございま

すけれども、現時点におきまして、この非常用

自家発電設備について義務というところではご

ざいません。今のところ、任意で設置をしてい

ただいているというところでございます。 

 次のＥＶ等についてということでございます

けれども、この地域介護・福祉空間整備等交付

金事業における非常用自家発電につきまして

は、固定設置をする発電装置というところが現

在の対象というところでございまして、今のと

ころ、可動できるタイプのものというのが対象

になっていないという状況でございます。よろ

しくお願いいたします。 
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○委員長（中村和美君） よろしいでしょう

か。 

○委員（大倉裕一君） はい、ありがとうござ

います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） そういうもの、自家

発電の装置ですか、これ、どういったものが入

るのかなという点と、あと、保育園のですね、

タブレット端末がありますが、これは公立のほ

うで結構なんですが、数ですね。保育士さんに

対しての数がどの程度あるのかというのを教え

てください。 

○長寿支援課長（成年後見支援センター所長兼

務）（石本 淳君） ただいまの御質問の自家

発電装置がどのようなものかというところに、

まずお答えをさせていただきます。 

 こちらの今回の補助対象になります自家発電

装置につきましては、災害による停電というと

ころを想定したものでございます。比較的規模

が大きなものというところで、施設のほうで電

気が復旧するまでの数日程度の施設で賄う電気

を、いわゆる対応できるものということで、固

定式の比較的大きなものが対象になるというと

ころでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員（橋本徳一郎君） その稼働の燃料だと

かですね、施設だとかいうのが分かれば教えて

いただきたいです。 

○委員長（中村和美君） 分かりますか。後ほ

ど、また。（委員橋本徳一郎君「分かりまし

た」と呼ぶ）いいですか、じゃあ、橋本徳一郎

委員、いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。（委員橋本徳一郎君「保育園のほう」と呼

ぶ） 

○こども未来課長（岩崎龍一君） 失礼しま

す。おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）こども未来課の岩崎で

す。よろしくお願いします。 

 橋本委員のタブレット数ということでです

ね、今回ＩＣＴ化で、事務室ではなくて保育室

でも業務が、保育日誌とか書いたりとかできる

ようにということで、保育室の数等を検討しま

して、１０保育園で３９か所ほど、タブレット

のほうを予定しております。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ということは、１人

１台というわけではなくて。 

○こども未来課長（岩崎龍一君） １人当たり

ではなくて、保育室を基準に考えております。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） 分かりました。 

○委員（橋本幸一君） 関連ですが、今の保育

園の件ですが、これからの整備計画といいます

か、１０園ということで、公立保育園は今、何

園のうち１０園かということと、それと、私立

の部分についても、結局、今後の導入推進とい

うか、やっぱりそこを図っていかなければ、そ

れぞれのやっぱり保育園で格差が出てくるとい

う、保育士の皆さんに。その辺についての指導

等も必要になるかと思いますが、今後の計画と

いうのはどう考えておられますか。その辺につ

いて。 

○こども未来課長（岩崎龍一君） 今、橋本委

員のほうからありました今後の計画等につきま

してですね。公立保育園は現在１０園ございま

して、今回全て、公立の場合は１０園というこ

とです。 

 私立保育園については、今回、補助金の御案

内をしてですね、導入のほうを御案内したとこ

ろ、２園のほうから申請がありまして、今回、

私立保育所のほうに補助のほうをということ

で。私立の保育施設については現在４９か所ほ

どありますので、そこの保育所等について御案

内をしたところです。 
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 現在、私立保育所のほうで導入されている施

設が３施設ございますので、今度新たに今回の

補助金を使って、私立保育所の２か所について

整備をしていただくということで、今後、予定

されている保育所が１０園ほどございますの

で、そこの保育所についてもですね、私立、公

立含めて推進していきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい、分かりまし

た。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 同じく保育所の運営事

業で、ＩＣＴの導入の件なんですけども、個人

情報がかなりデータ化されていくということで

ございまして、個人情報の流出ですね。いろん

な保護者の方に文書等も送られるということ

で、間違った子供さんの情報等が行きかねない

ということも想定として考えておくべきかなと

いうふうにも思うんですけども、その辺りどの

ようなお考えを今お持ちなのかということをお

聞かせいただきたいと思います。 

○こども未来課長（岩崎龍一君） 大倉委員の

ほうからありました個人情報についてもです

ね、今回の補正ではですね、環境整備とタブレ

ット購入なんですけれども、今後システムの導

入については、今後また検討していくことにな

りますので、個人情報含めてですね、その辺を

きちんとされている業者等の選定を考えて。 

 今現在、そういうシステム化されているとこ

ろでは、個人情報の流出とかそういうのを、ど

この業者のほうもですね、気をつけて作成して

いらっしゃるので、そこら辺も含めてですね、

対応を考えております。業者選定についてはで

すね。 

○委員長（中村和美君） よろしいでしょう

か。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ほかになければ、以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） 保育所のＩＣＴ化と

いうところですね。記録がパソコンになるとい

うことなんですが、道具が変わると、やはり業

務のやり方も大分変わってくるということにな

ります。一度、導入前にですね、入れたときに

どういう流れになるのか、業務フローみたいな

ものを一度再検討された上で導入を進めると、

トラブルが少ないかなというふうに思います。 

 あと、導入前に操作のですね、訓練はやはり

必要なので、その辺をきっちり指導してもらえ

るベンダーを選ぶ必要があると思いますので、

よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１０８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第７号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は退席ください。 

（執行部 退席） 

                              

◎請願第１号・坂本町に一日も早く、診療所の

開設を求めることについて 

○委員長（中村和美君） 次に、請願・陳情の

審査に入ります。 

 本委員会に付託となっておりますのは、新規

の請願１件です。 
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 また、郵送にて届いております要望書につい

ては、写しをお手元に配付しておりますので、

御一読いただければと存じます。 

 それでは、請願第１号・坂本町に一日も早

く、診療所の開設を求めることについてを議題

とします。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、念のた

め、書記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（中村和美君） ありがとうございま

した。本件について御意見等ありませんか。 

○委員（橋本幸一君） これは 初、一般質問

のとき、大倉委員からこの質問が出されて、答

弁の中でちょっとお聞きしているんですが、改

めてここで執行部のほうに、この件について説

明していただければと思います。 

○委員長（中村和美君） よろしいでしょう

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、執行部か

ら説明を聴取したいとの意見が出ております

が、橋本委員から出ております本件について、

執行部から説明を求めることに御異議ありませ

んか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、そのよう

にいたします。 

 小会します。 

（午前１０時４７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４７分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 それでは、説明を求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）健康福祉課の野田でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 座って説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 先

般の一般質問でもあったんですけども、今現状

としましてはですね、２つの被災された医療機

関、峯苫医院、高橋医院につきましては、巡回

診療だとか、あるいは往診等で今、患者の対応

を行っているところになってまいります。 

 現在、先ほど、この請願にもありましたよう

に、災害によって無医地区となっている状況で

あるというところで、市といたしましても、住

民の方が今後も安心して地元で暮らし続けてい

くためには、坂本町で継続した医療の提供体制

を確保する必要があるというふうに強く認識を

しております。 

 そのために、現在、八代郡医師会、高橋医

院、峯苫医院もそうなんですが、県の医療政策

課、八代保健所などの関係機関とですね、坂本

町の医療提供体制について協議を行っていると

いうところになってまいります。 

 以上になります。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。そ

れでは、ただいま執行部より説明がありました

が、本件に対する質疑、御意見等はございませ

んか。 

 なお、委員からの質疑、御意見等に対する執

行部の答弁は、現時点でお答えできる範囲で答

弁いただいて結構です。 

 何か質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） こちらのほうの請

願・陳情文書表にも書いてありますとおりです

ね、被災された方ばかりではなくても、実際に

住める家の方はもう戻って、実際に住まれてい

るということの現状もあります。 

 その中で、やはり一番というか、高齢化率の

高い地域でもありますし、困っているのが、書

かれたとおり医療機関が近くにないというとこ

ろですね。その中で市長も答弁されましたよう

に、協議はしていますということですが、時間
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がかかるかもしれませんということが一番です

よね。一日も早くというのが、一番のこの方

の、代表、会からの要望のポイントだと思って

おります。 

 緊急署名も書かれていますけども、市長に提

出されたのが 初に１４００筆、１か月で集め

られたと聞いています。その後、集まってきて

１５００筆ぐらいになったというふうに聞い

て、どこまで提出されたか、ちょっと聞いてま

せんけども、それだけの要望が多いということ

もあるもんでですね、ぜひとも、この場で決を

採って、採択していただきたいと思っておりま

す。 

○委員（橋本幸一君） 今、先ほどの確認です

が、実際これはもう恐らく県の所管になるんで

すよね。市としてはもうちゃんとして、そこに

ついては、何らかの医療サービスの提供をする

方針で行きたいから、県、国にはどうか分から

ないけど、そこについてのこの連携の中で動い

ているのはもう実際間違いないんですね。分か

りました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。

（委員大倉裕一君「答弁はきちんともらったほ

うがよかっちゃなかですか」と呼ぶ）（委員橋

本幸一君「いや、さっき確認って言ったでしょ

う」と呼ぶ）（委員大倉裕一君「だけんです

よ、今うなずかれただけなので」と呼ぶ）（委

員橋本幸一君「いや、さっきの 初で言われた

ので」と呼ぶ）（委員大倉裕一君「手を挙げ

て、そうですというような話は記されたほうが

よかっちゃなかですかという」と呼ぶ）（委員

橋本幸一君「ああ、そういうこと。じゃ、お願

いします」と呼ぶ） 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 

今、橋本委員がおっしゃったように、今現在、

医療を担当する所管というのはもう県のほうに

なってまいりますので、県の医療政策課、ある

いは、八代保健所あたりとも協議を進めている

という段階になってまいります。 

 以上であります。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（金子昌平君） この請願の内容はです

ね、皆様、共通理解をしているところだろうと

思うとですけど、もう今お話を聞いた中で行け

ば、もう次のステップに進んでいるんだろうと

思うわけですね。 

 今回、今後、特別委員会とかも開かれている

と思いますので、そちらのほうでですね、しっ

かりとした新たな診療体制の確保をしていくよ

うな議論を深めていったほうがですね、スムー

ズな展開になるかなと思いますので、この部分

においてはですね、私は審議未了でいいんじゃ

ないかなと思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） 今は特別委員会です

るというのは決定事項なんですかね。今、特別

委員会でするという。 

○委員長（中村和美君） はい。ちょっと小会

します。 

（午前１０時５２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５４分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。先

ほどの件でありますが、もう一度中山委員どう

ぞ。（委員大倉裕一君「それはもう」と呼ぶ）

よか。（委員大倉裕一君「委員同士の話」と呼

ぶ） 

○委員（大倉裕一君） 一般質問で取り扱わせ

ていただきまして、市長のほうからもですね、

できるだけ災害前に近づくような医療体制とい

いますか、必ずという言葉を使っていただきま

して、非常にこの請願を出された会のですね、

皆さん、安心された一言だったろうというふう
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に思っております。 

 しばらくお時間をいただきたいというような

ことだったんですけども、市として、ある一定

の時期、ここまでには解決といいますか、方向

性を見い出したいというようなスケジュール管

理的なところをお持ちでしたら、御報告といい

ますか、できればというふうに思います。 

 それともう１点は、その医療体制の中で、公

的なものとして残されようと思われるのか。も

しくは、民間でという形なのか、そこも、はっ

きりしている点があるのかないのか。その辺り

も御報告いただければと思います。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） ま

ず、１点目のスケジュールのことに関してなん

ですけれども、この前の一般質問の答弁の中で

も、早急に協議を調えるという表現でしたの

で、具体的にいつまでというのはまだ決まって

ない状況になってまいります。 

 それと、先ほどのもう１点のほうが、公的な

なものなのか、民間のものなのかということに

つきましては、まだ、先ほど言いました関係機

関と協議している段階ですので、今、この場で

ちょっと教えることはできないというか、答弁

することはできないということになってまいり

ます。 

 以上です。（委員大倉裕一君「はい、ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） その公的、民間とい

うのがですね、診療報酬とか介護報酬とかを考

えるに、今現在で坂本に、個人で、民間でとい

うのは厳しいというふうに私は思うんですよ

ね。その部分に関して、市立病院を総合病院の

ほうに譲渡したという、委託したという部分も

ありますけども、そういう形、同じようなやり

方ができるんではないかというふうに私は思う

んです。 

 当面、診療体制を市の責任で整えた上でと

か、受け入れられる民間に委託するっていうの

も可能なのかなというふうに思いましたので、

そういうのも含めてですね、スケジュールを早

めていただければと思います。 

○委員長（中村和美君） ほか。いいですか。

何か。理事のほうから何かありますか。今。別

にありませんか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 

今、委員から質問がありましたように、民間で

は厳しいだろうという状況がありますが、その

辺のところも含めたところでですね、今ちょっ

と関係機関と協議を進めているというところで

御了解いただければと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、執行部、退席いただいてよろしゅうご

ざいます。ありがとうございました。 

（執行部 退席） 

○委員長（中村和美君） 小会を取りたいと思

います。 

（午前１０時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時００分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。そ

れでは、ただいま審議未了、賛成という、採択

という声が出ておりますが、審議未了を求める

意見と採決を求める意見がありますので、まず

審議未了についてお諮りいたします。 

 採決は挙手により行いますが──。 

○委員（大倉裕一君） 委員長、もう少し各委

員の御意見を聴取していただければと思います

ので、よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい、分かりまし

た。それでは、御意見を賜りたいと思います。 

○委員（橋本幸一君） 今、執行部の意見もお

聞きしました。そしてまた、橋本徳一郎委員か

らは、１４００名余りの署名も集まって、そう
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いう思いがあるということで、確かに気持ちは

分かりますというか、私は同じ気持ちというこ

とですよ、みんな。 

 ただ、やっぱりそれが結局、行政も今お聞き

すれば、同じ方向を向いて今動いているという

ことで、市長の昨日の答弁を見てみましても、

この医療供給体制の有無は重要な判断材料とい

うことで、何らかの医療サービスはもう提供で

きる方向で進むということで市長の判断も出て

いるわけで、この願意というのは行政もしっか

り受け止めているということで、私は判断しま

した。 

 この件には次のステップ、先ほど副委員長が

言いました次のステップにもう入っているとい

うことで、私はこれはもう発展的審議未了とい

いますか、そういう感じで、この件については

もう解決済みということで考えて、審議未了で

いいかと思います。 

○委員長（中村和美君） ということですが。 

○委員（橋本徳一郎君） 同じ気持ちで、方向

性も出ているということであればですね、私自

身としては、市民と寄り添ったという議会の在

り方で言えば、採決していただいて、同じ方向

で動くほうが、どちらかというと強力に進むん

ではないかなと私は思いましたけれども。一体

になって進むという意味での採決をお願いした

いと思っております。 

○委員（大倉裕一君） 橋本委員のほうからお

話ありましたように、市長のほうもですね、こ

の点については進めていかれる方向でというよ

うな形は確認をさせていただきました。 

 ただ、議会、また、ここの文教福祉委員会と

しての判断、また、議会全体としての判断とい

うのはまだ何もなされていない状況であり、執

行部のほうで進められていることに対して、議

会がここを認めれば後押しになっていくという

ふうに思いますし、そのことがこの地域の皆さ

ん、そして、請願をされた皆さんに対して、や

はり安心感を与える１つの方法に、採択になる

というふうに思いますので、ぜひ今回、採択と

いいますか、採決を採っていただいて、採択の

御決定をいただきたいというふうにお願いいた

します。 

○委員（橋本幸一君） 先ほど、坂本豪雨災害

の復興計画の策定のですね、前回の中で、復興

計画の策定の専門部会の中で、議会からも正副

委員長が入って、いろんな意見を出しておりま

す。 

 その中で、この坂本町の医療体制という文言

の中で、早急に医療体制の整備が必要だという

ことで、その辺の議会の意見というのもしっか

りそこに盛り込まれているわけで、議会として

は当然その医療体制のサービスは必要だとい

う、その思いが脈々と今息づいておるわけでご

ざいますので、私はもう、この件については、

請願については審議未了で十分、問題ない、そ

ういうことで理解しております。 

○委員（大倉裕一君） 確かに代表として意見

を反映されているかもしれません。しかし、そ

れはあくまで議会全体での決定事項ではなかっ

たというところ、お墨つきを今回ですね、そこ

で取って、議会全体の決意という中で、この医

療体制が確立されていくべきものであろうとい

うふうに思いますので、本日、この場で採決を

ぜひお願いしたいというふうに思います。 

○委員（橋本幸一君） それはもう、それぞれ

の議員の思いであって、先ほど私が申しました

ように、この坂本町の医療体制の提供というの

は、みんな思いは思いであるっちゅうことで、

それはあると思います。十分そこは踏まえた上

で、私は今回のこの件については審議未了で結

構でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、審議未了

を求める意見と採決を求める意見がありますの
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で、まず審議未了についてお諮りいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本請願については、閉会中継続審査の申し出

をしないこと並びに結論を得るに至らなかった

こと、すなわち審議未了とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手多数と認め─

─。（委員大倉裕一君「委員長、多数じゃない

です」と呼ぶ）同数のため、あと──。 

 可否同数であります。よって、八代市議会委

員会条例第１７条第１項の規定により、委員長

が本請願を採決いたします。 

 その前にですね、今の、市長等も執行部も一

生懸命この体制で頑張っておられるということ

でですね、頑張っていただきたい。それと、先

ほど橋本幸一委員もおっしゃったように、この

請願というのも本当、発展的にですね、これは

やっていただきたいという思いを込めて、請願

については、委員長は審議未了とすることに採

決いたします。どうぞよろしくお願いします。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０９分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（八代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本方針（案）につ

いて） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題として、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。 

 そのうち、教育に関する諸問題の調査に関連

して１件、執行部から発言の申し出があってお

りますので、これを許します。 

 それでは、八代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本方針

（案）についてをお願いいたします。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 失礼します。

学校教育課、髙嶋でございます。よろしくお願

いいたします。八代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本方

針（案）について、御説明申し上げます。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） ＥｄＴｅｃｈ

と申しますのは、御存じのとおり、Ｅｄｕｃａ

ｔｉｏｎ（エデュケーション）、教育と、Ｔｅ

ｃｈｎｏｌｏｇｙ（テクノロジー）を組み合せ

た造語でありまして、教育分野にテクノロジー

の力を取り入れることで変革をもたらすことを

意味する言葉でございます。 

 それでは、この推進基本方針の内容につきま

してになりますが、１番のところ、１、はじめ

にでは、本基本方針の策定に至った経緯等を述

べているところでございます。 

 令和元年に打ち出された文部科学省のＧＩＧ

Ａスクール構想に基づきまして、本市では昨年

度中に、子供たち１人１台のタブレット端末

と、校内ＬＡＮ環境等の整備が完了したところ

でございます。 

 今後は、整備したＩＣＴ環境をどのように有

効活用していくかが重要となってくるものでご

ざいます。 
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 そこで、下から８行目、下から２つ目の段落

になりますけれども、そこに記載しております

ように、この基本方針は、次代を担う子供たち

の生きる力を育成するために、本市立の全ての

学校においてＩＣＴを日常的かつ効果的に活用

した教育を着実に実現できるよう、その基本的

な方向と取組を定めるものでございます。 

 １枚めくっていただきますと、裏になりま

す。１枚目の裏になります。 

 策定の趣旨では、県及び市の計画、方針等を

踏まえて、本基本方針の目指す方向性を示して

おります。７行目──、すいません。本基本方

針に沿いましてＩＣＴを教育に 大限活用する

ことで、本市の主な教育課題であります、７行

目にも記載しておりますけども、学力向上と不

登校対策の解決を図るとともに、変化が激しい

予測困難な時代を生きていく子供たちにとって

必要不可欠な情報活用能力を育成してまいりま

す。また、熊本県教育情報化推進基本方針でも

述べられております学校情報化認定につきまし

て、本市では全ての学校が学校情報化認定の優

良校の取得を目指すことで、教育の情報化推進

のための土台づくりを行ってまいります。 

 なお、今申し上げました学校情報化認定につ

きましては、別添の資料を御覧いただけたらと

いうふうに思います。 

 １枚目の表紙の裏になります。表紙の裏を御

覧いただければと思います。 

 学校情報化認定とはということで書かれてい

ると思いますけれども、そこの２行目、後半か

らありますように、学校情報化認定とは、総合

的に情報化を進めた学校を認定するものでござ

います。そして、そこの下の段落にありますよ

うに、情報化の推進体制を整え、教科指導にお

けるＩＣＴ活用、情報教育、校務の情報化に積

極的に取り組んでいる学校をたたえ、学校情報

化優良校として認定するというものでございま

す。 

 その優良校に認定されるためには、そこの学

校情報化優良校というところに認定基準という

のが書かれておりますけれども、その２つ、各

項目のレベルが１以上（０の項目がないこ

と）、そして、学校情報化チェックリストの全

ての項目の平均が２以上であることというふう

になっております。 

 今、項目と申しました部分につきましては、

具体的には、 後から２枚にわたって書いてい

るところでございます。 

 まず、教科指導におけるＩＣＴ活用、そこに

５つの項目があります。そして、その裏になり

ます。情報教育という部分につきましても、５

項目あります。それぞれ今、先ほど申しました

４つの柱に関して５項目ずつあるわけですけれ

ども、これが全て２以上と。平均ですね。２以

上になること、それが取得の条件というふうに

なってまいります。 

 熊本県では、令和５年度までに全ての市町村

で８割以上の学校が取得することが目標と示さ

れているところですが、先ほども申しましたけ

れども、本市では、令和５年度終わりまでに全

ての学校が取得することを目指してまいりたい

としております。 

 それでは、元の資料にお戻りいただいて、よ

ろしいでしょうか。２枚目の表になります。 

 ３の目標及び４の目標達成に向けての取組に

ついてでございます。 

 目標は、そこにありますように、次代を担う

子供たち一人一人の生きる力の育成、ＥｄＴｅ

ｃｈによる学びの変革といたしまして、この目

標を達成するためには、４つの項目を柱として

重点的に取り組んで参ります。そこに、

（１）、（２）、（３）、（４）とある４つの

柱を重点的に取り組んでまいります。 

 １つ目の柱でございますけれども、学力向上

の推進でございます。ＩＣＴを教科等の指導、

あるいは家庭学習において活用し、分かりやす
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い授業と児童一人一人に応じた学習を実現しよ

うとするものでございます。 

 ２つ目、不登校対策の充実でございます。Ｉ

ＣＴ活用を通じて、全ての児童・生徒に学習環

境や教育相談の機会を提供するものでございま

す。学びの機会の保障のためのＩＣＴ活用、児

童生徒理解のためのＩＣＴ活用と書いておりま

す。 

 ３つ目の柱は、情報活用能力の育成でござい

ます。そこに、ア、イ、ウと３つ出しておりま

すけれども、児童・生徒がＩＣＴ機器を課題解

決のためのツールとして適切に活用できるため

の教育を推進するものでございます。 

 後４つ目の柱は、ＥｄＴｅｃｈ推進に係る

体制づくり・環境づくりになります。ア、イ、

ウ、エ、４つで示しておりますように、関係機

関との連携、ＩＣＴ機器の整備など、ＥｄＴｅ

ｃｈ推進の取組を進めるために必要な人的、物

的環境の整備を行ってまいります。 

 それでは、次、裏になります。 

 ５番目、それは八代市ＥｄＴｅｃｈ推進イメ

ージ図になります。ただいま説明したことを図

に示したものでございます。 

 ６番目、次のページになります。６番目、八

代市ＥｄＴｅｃｈ推進体制は、ＥｄＴｅｃｈ推

進に関わる組織、機関等とその関連を図に示し

たものになります。 

 本基本方針案の作成に当たっても、図内の推

進会議というところで、複数回協議するととも

に、本市のＩＣＴ教育推進アドバイザー、真ん

中にございますけれども、専門家ということ

で、小宮山利恵子さんからも、専門的な立場か

ら助言をいただいているところでございます。 

 本基本方針策定後は、本基本方針に基づい

て、何をいつまでに、どう取り組んでいくかを

具体的に示した八代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本計

画の策定に着手する予定でございます。 

 八代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本方針についての

説明は以上です。お世話になります。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 方向性としては、確

かにすごいなというふうに思うんですが、これ

を実際に行う現場の先生の意見等は聞かれてい

ますか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） この基本方針

を基につくります基本計画等において、学校現

場の声あたりを拾い上げながら策定に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

○委員（橋本徳一郎君） ということは、これ

からということですね。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） はい、今後に

なります。 

○委員（橋本徳一郎君） 今、それぞれ学校に

よって事情はいろいろあるみたいなんですけど

も、今やっている授業、学校の活動、教育の現

場でもなかなか大変だという声はよく聞きま

す。さらに新たに。既にＩＣＴを活用した授業

もされていますけども、先進的な先生が自分が

開発した教材なんかも共有化しながら活動する

先生もいる。それを改めてその認定作業に当て

はめていくということもですね、これはこれで

大変だと思います。やっぱり現場の先生の意見

をしっかり聞きながらですね、進めていかない

と、かなり無理が来るんじゃないかというふう

に思うんですね。実際今でも体調を崩されてい

る先生方も多いというふうに聞いてますので、

その辺はしっかり現場の意見も反映しながら、

ぜひ進めていただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかに何か。 

○委員（大倉裕一君） 取組をされることには

ですね、理解をしたいというふうに思うんです

けども、これは具体的に誰がどこをどういうふ

うにですね、認定校の事務手続とかを取ってい

くのかというところがですね、ちょっと分かり

づらいんですよね。 
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 橋本委員のほうからもありましたように、Ｉ

ＣＴの導入のはしりでもありまして、慣れた方

はそこまでもないのかもしれませんけれども、

今、一生懸命取組を理解しようと、導入された

その機器の扱いを慣れようと思われている方に

とっては非常に、また何か作業というか、事務

量の増えっとじゃなかっかというような、そう

いう思いにも立たれることはあるというふうに

思うんですよ。 

 その辺りをはっきり、例えば、何ですかね、

担任を持たれている先生方には、事務的な、そ

ういったところは負担を取りませんよとかです

ね。これは校長先生、教頭先生の範疇として取

組を進めていくとこですよとか、そういった一

つの安心感というものを与えていただくことも

大事なのかなというふうにちょっと思って聞い

ておりました。 

 そこをしっかり反映していただければと思い

ますので、答えとしては要りませんけども、そ

ういう声があったということをですね、聞きお

いていただければというふうに思います。 

 もう一つあるのが、すいません、５番のです

ね、推進イメージの中で、不登校対策の充実と

いうところで、児童・生徒理解のためのＩＣＴ

活用ですね。ちょっとここ、言葉の何か足らん

とじゃなかっかなと。誰と誰かがやっぱりこう

やり取りをせないかんわけですよね。先生と児

童・生徒という相互理解とかっていうのは、そ

こにＩＣＴを使っていきますよとかということ

になっていくんではないかというふうに思いま

すし、先生だけではなくて、このＩＣＴを使っ

て、その支援員さんというんですかね、何かほ

かの第三者の方とのＩＣＴ活用で、生徒たちの

思いというのを聞き上げて、不登校につなげて

いきますよというような言葉にしていただけれ

ば、非常に分かりやすいかなというふうに思っ

て聞いたところです。 

 そこは、できることできないことあるかもし

れませんし、そういった声を、意見を述べさせ

ていただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） 意見でよろしいです

か。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 以前から、この文教福

祉委員会の中でも、八代が以前から取り組んで

いたモデル校等の視察もさせていただいて、非

常にこのＩＣＴ教育のすばらしさといいます

か、いい点をですね、非常に見る機会があって

いるんですが、ああいう教育環境というのは、

やっぱり早くつくるべきだという思いがあっ

て、私たちもＧＩＧＡスクール構想については

非常に、将来の子供たちのためにも推進すべき

だという思いがしているわけでございまして、

この学校情報化認定制度、これは一つの指標と

してですね、私は非常に目標としての設定が、

先生たちが取り組まれるということは、私は非

常にこのスキルアップにはつながってくるんじ

ゃないかなという、そういう思いもしておりま

す。 

 いろんな研修会等も行きまして、このＩＣＴ

教育が先生たちに負担になるかというのは、

初の取っかかりは非常に負担になるけど、いざ

それを軌道に乗せれば、非常に先生たちは時間

が取れる、余裕が出てくる。その余裕の時間を

やっぱり子供たちとの相対の時間に割いてこれ

るんだと、そういうことはやっぱりよく聞きま

した。 

 結果的にですね、それは非常にすばらしいこ

とであって、やはりその目的に向かってです

ね、この事業をぜひ進めていただきたいと私は

思っております。頑張ってください。 

○委員長（中村和美君） ありますか、課長、

髙嶋課長。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 応援のお言葉

ありがとうございます。本年度ですけれども、
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本年度、やっぱりいろんな抵抗を感じられる先

生もいらっしゃるので、何しろ、どんどん使っ

てくださいと。どんどん使ってください、そし

て、その中でいろんな課題が出てくる。そうい

うのをＩＣＴ支援サポーターであったり、ある

いは、研修を教育委員会で、サポートセンター

等でも打っております。 

 そして、もう一つは情報、今、学校情報化認

定制度、もう登録をして認定された学校もあり

ます。そういう学校の情報を載せること、そし

て、いろんな取組、情報を載せて共有すること

で広めていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。推進していきたいと思いま

す。ありがとうございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） ６番のですね、支援

体制というところで、熊本高等専門学校だった

り、宮嶋利治学術財団だったりありますので、

今の状況、御意見とかを多分聞かれているかと

思いますので、どういうことか、何かあれば、

ちょっと聞きたいところです。 

○学校教育課指導係指導主事（瀧川尚樹君） 

 失礼いたします。熊本高等専門学校と宮嶋利

治学術財団のほうですけども、御存じのとお

り、八代市とプログラミング協定のほうを締結

をしております。 

 今年度は、まず、この２団体のほうに加わっ

ていただいて、小学生対象のプログラミングコ

ンテストを実施をしております。夏休み前に呼

びかけをいたしまして、今年度、小学校の低学

年の部、１年生から４年生までの部と、高学年

の部に分けて、コンテストを行いました。低学

年のほうが２０作品程度、高学年のほうが３０

作品程度集まっております。現在、その審査の

ほうをですね、熊本高等専門学校、宮嶋利治学

術財団と連携しながら行っているところです。 

 これに加えて、そのコンテストに向けて、熊

本高等専門学校のほうでは、プログラミングの

教室のほうを小学生を対象に開催していただい

ております。宮嶋利治学術財団のほうが低学年

のほうを対象に、保護者も同伴で実施を計画さ

れておりましたけども、コロナの関係で、こち

らのほうは実施できず、またコンテストに直接

関わらないけども、また延期して実施をしよう

ということで計画していただいております。 

 このほかにも、小学校に出向いて出前授業等

も、熊本高等専門学校の先生方、宮嶋利治学術

財団の職員の方に、実際に小学校に行っていた

だいて、先生たちもそこに同席の上、プログラ

ミング教室のほうを行っていただいたりという

ことで、連携のほうを大分進めさせていただい

ております。 

 以上になります。 

○委員（中山諭扶哉君） ありがとうございま

した。非常にいい取組だなというふうに今聞き

ながらですね、思いました。コンテストをされ

たということで、ちょっと若干少なかったのか

なという思いはありますけど、ぜひですね、意

義を各先生に理解していただいてですね、もう

ちょっと参加が多くなるようになればいいかな

というふうに思います。お疲れさまでした。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） さっき意見を申し上げ

たところとちょっと重複するところがあると思

うんですけども、この学校情報化認定というの

は、ＩＣＴを推進しながら、確かな学力向上と

不登校の方々の対策ということが、そっちのほ

うが大きな目的だというふうに思います。学力

向上させること、不登校の生徒の教育環境を確

保して、ひいてはまた登校できるような状態に

ですね、戻っていくというところが大きな目標

にあるんだろうというふうに思います。 

 この学校情報化認定ば取らなんけん、せない

かんというような形じゃなくてですね。ぜひ、

そこの目標、目的というところは誤解のないよ

うに、現場のほうで、これが導入されるときに
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はしっかり理解をしていただけるように、取組

の説明をですね、お願いしたいというふうに思

います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ以上で、八

代市ＥｄＴｅｃｈ推進基本方針（案）について

を終了します。 

 執行は御退室ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（中村和美君） そのほか、当委員会

の所管事務調査について、何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で所管事務調査

２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午前１１時４７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和３年１０月１５日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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